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)は じめ に

この章で |ま ,

子 |ど■に学心といけ通と
:

「子どもに学ぶということ」を主題として考える。

: : T, :o)*m*r, t-{- e'6 t:+,rxtt A Lu , i ; &: T *:,
oaa

a'6*t+,sr3[.i: &: t'bfr ( (, r-+&"61:+jr&1",
&: ri>a,f,1:ri H L&i" r*&"61i+j*r &t* uiL,i
ffo*., *t, /;$'.t akifi; & *tL&n*.o
そもそも,ある「学問」を学ぶことの基本は,その学問で問わ
れる「問い」を「学ぶ」ことである,と も言える (吉田,1995,
49～52頁 )。 ある「問いJを学ぶとは,最初 |ま , 自らの「問いJ
ではなかったその「問いJを , 自らの「問い」とすることである。
今日の「教育の空洞化」は,子どもが, 自らの「問い」となって
はいない「問いJの「答え」のみを,自 ら望んでもいないのに与
えられ,そのまま党えては唖iき 出すことを繰り返し強制されると
ころから,生まれてきてもヽる (林・灰谷,1986)。 してみれば,少
なくとも,「教育原理」の一端を考え学ぶこの章において |ま ,こ
の章の主題である「子どもに学ぶということ」と|ま何か,ま た,

それを「学ぶJのはなぜか,と問う「問い」から「学びJ始めな

ければならないであろう。
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ヽ「学ぶ轍む』お「教えること」

い子どもに学ぶとむヽうこと

ここで,「子どもに学ぶJのはいったぃ誰なのか,ということ
がまず「FnlいJとなるであろう。それは,本書の文脈では,教師
である。そして,よ り具体的には,教師となるあなた自身,あ る
いは,将来,教師となった日のあなた自身であろう。つまり,あ
なた自身が,将来,教師となるその目を思い描いて,今,現実に
教師になる前に,あなた自身が「子どもに学ぶ」ということを,
主題として,あ らかじめここで考えて学んでおこぅ,と いうので
ある。

では,「子どもJとは誰か。とりあえずは,あなた自身が,将
来,教師として,学校で出会うことになる「子どもたちJである,
と考えることにしよう。ここで,「学校Jと しては,広 く,幼稚
園,保育園,小学校,中学校,高等学校,養護学校,……などを
含めて考えることにしよう。このような限定にもかかわらず, こ
こで考えることは,さ らに広く,大人と子ども,あ るいは,人間
と人間の関係一般にも,通 じることが大いにありうるであろう。
そして,そ うなっても,それはいっこぅに差し支えない,とする
ことにしよう。

また,「『学ぶ」とはどぅぃぅことか」とぃぅことも, もちろん

問うてよいであろう。しかし,こ の問いは,実は,こ の章全体の,
あるいは,本書「教育原理」全体の,さ らには,教育実践と教育
研究全体の「問いJと もなり得る巨大で奥行きの深い「 ll尋いJで
ある。ここで,一言で済まされるような「答え」で,ゎれわれは
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第 6章 子どもに学ぷということ

満足して |まならなわヽ嘩心みつ。とは言え,われわれの探究鍮疑:発
に当たり,世間の常識 :I三求1尊 おりあえずの答えをして,た jIえば,

「学ぶJの国語辞典の説明,「①教えてもらっておぼえる。見習っ
て知り党える。②勉強する。学問をする。③経験してよく知る。

④まねてする。J(『岩波国語辞典』第3版)を,確認しておくこと
|こ しよう。

>「教師が教え,予どもが学ぶ」という常識
そこで,将来,教師になったとき,あなたが学校で日々携わる

仕事の営みを思い浮かべてみよう。その仕事の営みにおいて,あ
なたは何をするのか。あなたが,「教師の私は,子どもに教える
のだ。そして,子どもは,者の私に教えられたことを,学ぶの
だJと 答えたとしよう。よろしい。「教師が教え,子 どもが学
ぶ」という世間の常識にも沿った,立派な一つの答えである。こ

こで,「 F教える』とはどういうことか」という問いも,問 うてよ
いであろう。「学ぶ」の場合と同様に,奥行きの深い問いである。
が, これも,と りあえず,「教える」が,元々は,「鞭で打って習
わせる」という原義をもち,や l―lり 国語辞典によれば,「①知識

や技能を身につけるように導く。② (自分の)知っていることを

告げ示す。③さとす。戒める。」 (同前)の意をもつことを確認し

ておこう。

さて,仮に,あなたの出した「教師が教え,子どもが学ぶ」と
いう答えが,誰かからの借り物ではなく,あなた自身が信じてい

る答えであるとし,そ こから出発しよう。

では,その答えに文1‐ して,一つの「|‖]いJを立ててみよう。そ

の前半部の「私が子どもに教える」ということは,仮に,その後
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半部の「子どもが学ぶJといぅことがまったくなくても),登|{立に
成り立ちう懸事柄で`iち二|かり とぃぅ「問ぃ」である。たと式Ⅲば,
あなたが「教ぇ碁Jた線に,ぁ らゅる最善の努力を尽くして準備
をし,ある意味では,申 し分のない立派な内容と方法によって,
子どもに「教えたJとする。しかし,始のとき,ぁなたがそのよ
うに「教えたJまこもかかわらず,仮に,子どもがfIIJも「学ばなか
った」,というよぅな事態が起こったとする。さで,こ の場合で
も,果たして,あなたは「私は教えた」と言えるであろうか。確
か !こ ,

める。」

それは,

「② (自分の)知っていることを告げ示す。③さとす。戒
という意味では,「教えた」と言えるかもしれない。だが,

「①知識や技能を身につけるように導く。Jといぅ意味で
l‐l,「教えた」とはすでに言えない事態なのではないだろうか。
これが,われわれの「問い」の意味である。つまり:こ こに,
「私が教えるJということは,「子どもが学ぶ」といぅことを抜き
にしては,成 り立たないことではないか, とぃぅ
れてきてぃる。

「問い」が生ま

実際,「子どもが学ばない」なら,それ|ま ,「教えたJこ とには
ならない,のである。

「教えるJとは,さ きの国語辞典の1薄単な説明でも,「①知識や
技能を身 |ヒら Iシ るよう|ヒ轟 くJこ とでぁる。「子どもが学ばな
い」なら,「 (知識や技能は,-74ど もの)身につかない」し,「 (子
どもが身につけるように,私は)導いていない」からである率。

* Mallen(1901,p.38)に よれば,教育においては,比喩的に言え
ば,教育者 (PedagoguO)|ま 子どもに向かって,次のように呼びかけ
語りかける。「ほら,私の手を取りなさしヽJ,「ぃらっしゃい,私が世界
を見せてあげましょう。一つの饉l界への道を,私の世界,そ して,あな
たの世l界を。私は,子どもであることについて,多少は知っています。
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第6章 子どもに学ぶということ
私もそこに,今あなたが居4と ころ!こ ,以前,居たことがあるからです。
私は,かつては『今鎌轟なた券よつまこ』幼かった機ですJ, と。それ.摯ギャ
子どもを,古い世界から「導きダiし」,新 しもヽ世界へと「導き入れ幕J。
それが教育者だ,と しヽラ (古国,1995,18頁 参照)。 これは,芦目1恵之
助の言葉「共に育ちましょうJ(声田,1952)に も通じている。ここで,
「世界」と|ま ,キーン (1989)やベルク (1976年)で展開されているよ
うな意味での「生きられた世界Jである。

「私が教えるJは ,「―
~r―

どもが学ぶ」が欠落していては,始の内
実を欠き,空虚となり,成 り立たなぃ。そして,「子 どもが学
ぶJが成り立つ限りにおいて,「私が教えるJが成り立っている。

卜「落ちこばれ」と「落ち通ばし」

――「子どもが学ぶJが成り立たなもヽ場合
あなたは,「落ちこばれ」という言葉を聞いたことがあるであ

ろう。たとえば,学校での授業の進み方についていけなくなり,
授業から取り残され,試験やテストでは,ぃっも「落第点Jを と
るようになり,学ぶ意志も意欲も失ってしまった児童や生徒を蔑
んで呼ぶ言葉である。だが,こ の「落ちこばれJという言葉を使
うことに対 して,そ れは「落ちこばれJで |まなくて「落ちこば
し」ではないか, とぃう批判がある。つまり, もし,教師が,
「子どもが学ぶ」という意味で「私が教えるJを , 日々の授業で
実践しているのであれば,学んでいる子どもに「落ちこばれ」が
出るはずがない,ま た,出 してよいはずがない,というのである。
してみれば,「落ちこぼれ」が出るということは,教師が「子ど
もが学ぶJを実現する「私が教える」を実践していないというこ
とを意味する。つまり,教師が,それらの子どもを「落ちこぼ
し」していることになるのだ,と いうのが,批判の主旨であろう。
批判を受けた教師は,あ るいは,「私は教えている」のだが「子

鷲29



どもが学ばない」のだ, と主張するかもしれない。

もが学ぶJが欠落 tメてい碁「私は教え感Jは ,

爵い。だが,「子ど

教えて
'も

幕ヽ争螺と,

ではあっても,実際〔こ!ま救えていないのだ,と いう論理からすれ

ば,「落ちこばれJは「教えていなけ」ことによる「落ちこぼ

し」なのだ,と見ることが正しレので l―lないか,と「問う」こと

ができよう。

ここで,授業においては少数の「落ちこばれ」が存在するのは

ごく当然のことだ, とする考えもある。脅して,「落ちこばれ」

となった児童や生徒が,授業についていけずに,何も分からない

まま,教室に虚しく座らされている, という現実の事態をまった

く無視して,授業を進める教師がいる,と しヽう。また,そのよう

に,「落ちこばれ」は無視して授業を進めるべきである,と定め

た,ある地方のいくつかの学校がある, という噂さえ聞こえてく

る。仮に,そのようなことが実際にあったとしよう。それらの教

師や学校 |ま,果たして,「教えているJのであろうか。「教えてい

るJのなら,何を「教えている」のだろうか。もし,「教えてい

ない」とするなら,「教えていないJ教 1liや学校と|ま ,いかなる

存在意義をもつのであろうか。

「子どもが学ぶ」が成り立つ限りにおいて,「私が教える」は成

り立つ。だとするなら,「落ちこばれ」と|ま,実 |ま ,「教えていな

い」教師と学校による,「落ちこぼし」なので|まないか。あなた

は,こ の「問い」に,何を考えるか。

では,「私が教えるJとは,そ もそも,何をすることなのだろ

うか。
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fお「教え蹴もЧ

>「教えなもヽ通とが教育だ』

――「私 |ま教えない」で「平どもが学ぶJが成り立っ場合
ここで,教育実践者 。武田常夫 (1929～ 86)の次の文章を読ん
でみよう。

教師は,子どもに対してたえず勤勉でなければならないと
いうわたしの確たる思念がゆらぎ, くずれはじめた。教師は
物知りであればいい,そ して自分 |ますくなくともその一員で
あるというひぐかな白負もくずれはじめた。そしてそれに代

わって,教 1市は怠惰でいい。じヽゃ,怠情でなければならない
という奇妙な思念が芽ばえてきた。 (中略)

教えないことが教育だ,教師が教えたいとねがうことをむ
しろ惜 しんで惜しんで惜 しみぬくことが教育だとわたしは思

った。教師が惜じめば惜じむほど逆に子どもは自らの意志と

行為のいっさぃをあげて教師に接近する。その出会いの中に

真の教授が成立する。怠惰であるということは,教師がみず
からの主体と責任において惜しみぬくことである。

(武 Fl,1971,4311,傍 点はり1用者)

授業を深 く経験 した実践者 。武 Frlが,こ こで,「教えないこと
が教育だ」と言っている。

だが,「教えない」のが,果たして,教育なのだろうか。「教
える」のこそが教育で |まなかったか。「教えるのが教育だ」,い
や「教えないのが教育だJ。 表面だけを見ている限り,こ の矛盾
と対立は,一見,ま ったく両立不可能で理解し難いように見える。
だが,「私が教えるJと は「子どもが学ぶJに よって成 り立つ

鉤

，
ノ

第 6章 子どもに学ぶということ



事柄であった。とす 4と ,こ こで,武田が記してぃるのは,「私

でいちいち手をとって教ぇ」てぃる,総 ぅした学級の子どもたち
よりも,「子どもを放ったらかしにしてぃるようにさえ見え」る
ある教師の学級の子どもたちのほうが,「白主的に行動しなけれ
ばならない場合」に,っまり「予想外の未知な困難に遭遇したと
き,その真の姿が露呈される」よぅな「教育の結果」におぃて,
「はるかに整然としてぃる」場合がある。武田の言葉 |ま,そのこ
との発見の驚きから生まれた言葉だったのである。
この発見の言葉は,「私が教える」とぃぅことが,「教えるJと
呼ばれている型にはまった一定の行動をとることだ, とする常識
の陥りやすぃ誤りを鋭く衝ぃてくれている。
そこで,「教ぇない」教育には,少なくとも,2つぁりそうだ。
一方の「教えない」教育で|ま,子どもたち|まその存在さえも無視
され,「落ちこぼしJに ょる「落ちこばれ」となり,あるぃは心
身症となり,あるいは登校拒否 (不登校)児となる。それは校 FAf
暴力の温床ともなる。そして,子どもの心は,教師と学校から,
冷たく離れていく。他方の「教えない」教育で|ま ,「逆に―

~r‐

ども
|ま自らの意志と行為のいっさぃをあげて教師に接近する。その出
会いの中に真の教授が成立する」。FT者の差異 |ま,い ったぃ何に
発しているのだろうか。

「教える」と|ま「-7-ど もが学ぶ」にょって成り立つ。とすれば,
一兄,「教える 1者のものであるかのょぅに見える教師の行為が,
「―
~f‐

どもが学ぶ」とぃぅことが成立してぃないとぃぅ意味では,
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第 6章 子どもに学ぶといぅこと
何ら「教ぇる」行為IIな 中てぃなぃ場合がある。他方,―‐―・・兄,輝
も F教えない」か昨ょぅ|=賢ィム碁教師の行為が,「子どもが学
ぶJが成立 してぃ儀ないぅ意繁では,ま さに深く豊か :こ「教ぇ
る」行為となってぃる場合がある。そして,「教師が教えたぃと
ねがうことをむしろ惜しんで惜しんで惜しみぬくこと」が,深ぃ
意味で,「子どもが学ぶ」を成立させてぃる場合がある。このこ
との発見の驚き,それが,「教えないことが教育だ」とぃぅ言葉
に込められた,少なくとも,一つの意味だったのであろう。

レ「子どもが学ぶ」のために教師として「対応する」ととの大切
さ

こうして,「子どもが学ぶ」が,「私が教えるJの中心の柱とし
て据えられた,と しょぅ。すると,も し「子どもが学ぶJが欠落
していては, もはゃ,「私が教える」|ま虚ろな幻影として赫iれ去
る,と いうことになる。では,「子どもが学ぶ」とぃぅ出来事を
現実に確実に引き起こすために|ま ,教師はいったぃ何を為すべき
であろうか, とぃぅ「問ぃ」が生まれよう。これには,多 くのい
ろいろな助言がなされ得るであろう。たとぇば,教材研究を深く
豊かになすべきでぁる。発間を詳しく研究すべきでぁる。説明を
分かりやすくするよう努めるべきでぁる。視聴覚教材を有効に活
用すべきでぁる,等々。そのどれもが,それぞれに大切なことで
あり, また,幾分か「問い」への答えとなってもいよぅ。しかし,
そのどれもが,それだけで!ま不十分である。それはなぜか。
それは,「子どもが」学ぶのだからでぁる。

将来,あなたが教師になったぁる日,日 の前に現れる現実の特
定の子どもを考えてみよう。そして,その子どもが「学ぶJとぃ
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う出来事を考えてみよう。その子ども|ま,何をどのよぅに学ぶの
だろうか。このことを,今・,必 うかじめ具体的に詳細に思キL蛾 #.,
そして,その意れ、横'|ザことお準に,「子どもが学ぶ」と輸1+I轟
を実際に引き起こすことが,錯のぁる目に,できるでぁはぅか。
その子どもは,その時に,子ども時代を生きてぃる一人の人間で
ある。ある特定の時点で,ある物事を学ぶに当たって,子ども一
人ひとりが,どのように学ぶか。それを,具体的なその子どもと
対面しないで詳細に思い描いた,その通りに現実に甲|き起こすと
いうことは,ほとんど不可能に近いほど,困難なことでぁる。ぐ
の困難さ,ぁるい!ま,不可能性は,基本的には,生きた子ども理
解,人間理解の困難さ,他者理解の困難さの問題なのである。
一人ひとりの人間は,その人独自の世界を生きてぉり,その人
独自の歴史を生きてぉり,その人独自の物語を生きてぃる。あな
たも,私 も,子どもも,誰でも,その点では,ま ったく同様であ
る。そこで,た とぇ,た った_人の「子ども」であっても,その
「―
~6ど
もJが,その時々に,何をどのように経験してぃるかを,

具体的に分かるということ|ま,基本的に|ま,不可能に近いほど,
極めて困難なことでぁる。教師となるあなたl―l, このことを軽く
見る傲慢さに陥って|まならな1/1でぁろぅ。―

~F―

ども時イ
｀
tを言子iる優れ

た文学作品のいくっか率を読むことも,その不可能に近い困難さ
を知る助けとなるであろう。そして,ゎれわれが,その不可能に
近い困難さを深く悟り謙虚となるとき,かぇって,他者である子
どもはわれわれに心を開き,われわれは子どもの生きてぃる世界
を学ぶことに,ょ りぃっそぅ近づくのである。

* たとえば,子どもの心の世界を描いた,中 lyJ助『銀の匙』ギ:波文庫 ,

幸目1文『みそっかす』ギi:波文‖1,井 _11靖『幼き目のこと』,『 'し ろばん
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第6章 子どもに学ぶとぃぅこと
ば』新潮文庫,高史明『聾1き ることの意味――ぁる少年のおぃたち』ちくま文庫,ヘ ッセ『車輸母丁J,1・デミァンゴ禁i渡/斯潮文庫,ディッヶンズ『デヴィッドⅢ寿ッメヽぞ…F FF―ル ド』岩波文庫などを挙げておこぅ。

ひとつの試みとして,ぁなた自身が,―
~F―

どもであった頃のある
日,あなたが何を見ていたか,感 じてぃたか,考ぇてぃたか,覚
えていることを詳しく思い出してみるのもよいかもしれない。そ
の日,ぁなたの周囲にいた大人にとって,それを理解することが,
果たして,容易だったでぁろうか。「それ |ま,皆さん自分で考え
て見て下さい」 (菊池寛の言葉)。

ここで,われわれにとっての,教師の仕事における先達の一人
である斎藤喜博が,「相手と対応する力」の,授業とか教育にお
ける,大切さを説いてぃたことを思い起こそぅ。
斎藤 |ま言ってぃる。教室では,「_人一人の子どもの思考や感
情は絶えず生き動いてぉり, しかも多数のちがった子どもがいる
のである」。したがって,教 1雨が授業で求められてぃる「対応す
る」れま,「ぃま現実に日の前にぃる子どもたちを相手にして」,
「一人一人の子どもゃ学級全体の子どもと,そのときどきにして
いかなければ」ならないものである, と (斎藤,1969,132～ 133
頁)。

「対応するJと ぃぅこと|ま,学校や教室に求ゞける一人ひとり異
なる多勢の子どもの一人ひとりにぉぃて,「子どもが学ぶ」が起こるよぅに,「私が教えるJを適切に為すことでぁる, と言って
もよいでぁろう。そのために|ま ,「子どもが学ぶ」が起こってぃ
るか,起こってぃないか, また, どのように起こってぃるか,を
「見る」ことが必要となる。それはまた,そのときどき,その瞬
間瞬FUでの,「子どもが学ぶJの現実性,可能性,必然性を具体
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的に「見て」,それに適切に 斑 応する」ことが必要だといぅこ
とでもある。

斎藤は,こ 学も澪ltt ri・ いた。「教育とか授業とかi通ぉ轄L・葛
.は

,

『見えるJとも、ゥことは,ぁる意味では Fすべてだ」とぃっても
よいくらいでぁる。ぐれは,『見える」とぃぅことは,教師とし
ての経験と理論の蓄積された結果の力だからでぁる。一人一人の
―
~f―

どもの反応を深くみっめ,それに対応することのできる教師と
しての基本的能力だからでぁる。/実際のところ教育とか授業と
かにおいて|ま,相手が見えなければどぅにもならないことでぁる。
―
~r―

どもの思考とか,とまどいとか,新 しいものを発見したときの
子どもの喜びの表情とか,っぶゃきとか,美 しいものとか,みに
くいものとかが,そのときどきにひらめくよぅに見えなかったら
どうにもならないことでぁるJ(同上書,172頁)と。
多種多様な一人ひとりの子どもに「対応する」教師|ま,よ く
「見る」,あ るい|ま「まなざし」を向ける (霜山,1978,75～ 84頁 )。
そのような教師は,教育や授業の営みのなかで,「見る」ことを
為し「対応する」, と同時に,「対応する」ことを為しつつ「見
る」。そのような教師は,-7-どもたちと「対決し交流する」なか
で,その場その場で,その瞬間瞬間に,絶えず多様に変化する
「子どもに学ぶ」。この「子どもに学ぶ」の「学ぶ」は,「①教え
てもらってぉぼえる。見習って知り覚える。②勉強する。学問を
する。③経験してょく知る。④まねてする。Jの,それぞれにお
いて, どのような具体的内容をもち得るであろうか。「ぐれは,
皆さん自分で考えて見て下さい」。

たとえば,授業で板書中,プ ートもとらずにいたずらしてぃる
生徒たちの姿も,「見る力」を備えていない教師に|ま見えない。
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第 6章 子どもに学ぶとぃぅこと
見えなければ,そのときどきま通多様に変化しつっぁる子どもま囃,
何の対応をすることも嘩きず,時は空しく流れてしまう。優まこタ
あなたが教師だったら,そ して,また仮に,あなたが,そのょぅ
な生徒の姿を「見た」としたら,ど ぅ「対応するJか。若き教
師 。宮沢賢治の逸話がメ、と想起される。賢治は白墨を手に持って
いた。では,その生徒に向かって投げっけたか。否。「賢治先生
は,黙ってじっとそれを見ていたのですょ。それから, 自分が持
っていたチョーク (白墨)を,いきなリガリガリと噛みはじめま
した。みんな, しぃんとしてしまいました」 (根子吉盛氏の言葉,
畑山,1992,161頁

)。「根子はいぅ。『賢治先生にはそれが, 自分
のぶ、がぃなさに感じられたのですね…・・・」」 (同上)。 それは,・「他
の非を自分の非と受けとめる自己反省の賢治」 (佐藤,1992,lol
頁)と も解釈されうる。こぅして,昔の生徒の一人は,60年の
歳月を経ても,その出来事を畏怖の念をもって,鮮明に記憶して
いる, とぃぅ。賢治のその行為に表れたのは,教師である人間 。
賢治の,悲 しみか,苦 しみか,怒 りか, 自責の念か,。・…・。教師
の「見る」にも「対応する」にも,一人ひとりの教師の「子ども
に学ぶ」の独自な歴史の蓄積のすべてが現れ,ひぃて|ま,その人
間の実存 (在 り方)と「生きられた世界」があらわとなる。教師
は,そのときどきの,豊かな,あ るいは,貧 しい「子どもに学
ぶ」経験の沈殿の歴史によって,それぞれに,豊かな,あ るいは,
貧しい教師となってぃく。

こうして,われわれは,再び,ゎれわれの主題である,教師の
歴史を成す「子どもに学ぶ」とぃぅことに立ち返ってくる。
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鸞 子ど魃まこ学 r求 LヾIとの大切さ

>再ぴ,「子と
｀
も|こ学ぶJと ぃぅこと

「私が教えるJは ,「子どもが学ぶ」なしには,成 り立たなぃ。
「-7‐どもが学ぶ」 |ま ,「私が『子どもに学ぶ』」なしには,成 り立
たない。子どもとの「対決と交流」のなかで,少なくとも,「対
応する」ことと「見る」こと,「私が F子どもに学ぶ』」ことなし
に|ま ,「子どもが学ぶ」が成り立たず,したがって,「私が教ぇるJ
も成り立たない。これが,ゎれわれが辿ってきた道筋でぁった。
あるい|ま,あなたはこぅ言うかもしれない。「私は,かって,
私自身,一人の-7・どもであった。そして,子どもれまいかなる在
り方をしてぃるかを,よ く見て知ってぃる。だから,今さら改め
て,子どもについて,F子 どもに学ぶ』など少しも必要はない」
とoだが,あなた|ま,今 |ま ,その時の子どもではない。また, も
|まや,子どもで|まない。子どもであったぁなたは,かけがえのな
い独自な歴史を生きてぃる一人の子どもであった。しかし,ま た,
子どもの一人でしかなかった。ぁなたとは異なる子どもたちがた
くさんいた。その異なる子どもの心が,その時分かってぃただろ
うか。たとぇば,子どもの時,優等生だったぁなたには,劣等生
の心は分からなかったろう。劣等生だったぁなたには,優等生の
心は分からなかったろう。かっての一人の子どもとしてのぁなた
の,そ ぅした制約を超えることは難しぃ。しかし,教師としては,
子ども時代のあなたと|ま異なる在り方をしてぃる多くの子ども一
人ひとりを,つまり優等生も劣等生もともに,分かろうと努めな
ければなければならない。ぁなたが教師として出会う子どもが,
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第 6章 子どもに学ぶといぅこと
子ども時代のあなたと仮 1意よく似てぃたとしても,その子 |ま,ゃ
はりあたなと|ま異な4織者…ギあ鶴◇ぐして,多勢翁多種多様な子
どもたちがぃるのである。さら,こ ,ぁなた|ま , もはゃ伸「l零でぁる
子どもの一人としてでままなく,大人でぁる教師として,モれらの
-7-どもたちと出会ってぃる。教師として「子どもに学ぶ」ことが,
どうしても,必要なのでぁる。
あるい |ま ,あなたはこぅ言うかもしれない。「私は,教育学と
教育ソ由ヽ理学,児童心理学,臨床心理学などを一通り学んだ。―

~f―

ど
もとは, どぅいうものか,よ く分かってぃる。だから,改めて,
F子どもに学ぶ』など必要はない」と。だが,仮に,子どもに関
するそれらの学問がたとぇ完壁でぁったとしても,それらの学問
には,絶対的に欠落してぃる中身がある。それ |ま何か。それ|ま ,
あなた自身のことでぁり,あなたが出会う, 目の前にいる,子ど
もたちのことでぁる。それらの学問に|ま,あなた自身のことも,
あなたが「対決し交流する」子どもたちのことも,書かれてはぃ
ない。また,あなたは,生きた「子どもに学ぶ」ことを通して,
それらの学問には述べられていなかった,子どもの姿に映される,
あなた自身のことを発見することになる。そして,ま た,生きた
「子どもに学ぶ」ことを通して,それらの学問には述べられてい
なかった,ぁなたにとっての,生きた人間を具体的に学ぶことに
なる。「子どもに学ぶ」ことが,ど ぅしても,必要なのである。
あるいは,ま た,ぁなた|ま こう言うかもしれない。「私は,私
の専「]とする学問や芸術を大学で学ぶ。子どもよりも,広 く深く
知ることになる。だから,私はそれらを『子どもに教える」こと
ができる。『子どもに学ぶJな どまったく必要ない」と。だが,
あなたの学問も,その大部分は,つまるところ,他人からの「イlケ
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り物」であり, もしそれをあなたがそのまま教えるとするならば,

本質的には,ぐれは「受売りJ‡通留まるのだ。あなAIか r・《Ⅲ聰学

問を「教え,心」なかで,子どもと共に,ぐの学問を受・織毅済{か ら
「問うJこ と,「学問Jを問い直すことをするなら,ぐの問直しを

通じて,あなたは,その「学問」を根源から吟味することになる。

「-7-どもの問い」,ぐれは,たとえ素朴であっても,あなたが学ん

だその「学問Jの根源への「問い」となりうる。「子どもの間
い」に学びつつ「子どもに学び」,「子どもと共に学ぶ」ことを通

して,あなた自身による,その学問の吟味が始まる。その吟味を

経て,初めて,その学「LIIのあなたによる理解は,よ り確かなもの

となり,「借 り物」や「受売り」の学問でない,あなた自身の

「学1瑚」になっていくのである。「子どもに学ぶJ力く,あなたの学

問を本物にする。「子どもに学ぶ」 |ま要るか要らなしヽか。

「それは,皆さん自分で考えて見て下さい」。
では,「子どもに学ぶ」ことを,今,子どもに出会う以前に,
することができるであろうか。それはできないということは明ら

かだ。あなたが学ぶべき子どもに,あなたは未だ出会っていない
のだから。では,今できることは何か。「子どもに学ぶ」ことの

現実性,可能性と必然性を「問いJ,自 ら考え,その目が現実と
なったときに,「 -7‐ どもに学ぶ」を豊かにすることが可能となる

ように,あ らかじめ,備えるということであろう。また, これか
ら,機会あるごとに,「子どもに学ぶ」ことを,た とえささやか
であろうとも,着実に実践し続けることであり,早速にそれを始
めることであろう。それは,あなた自身の「子どもに学ぶ」の生

きた歴史の始まりであってみれば,誰か他人に代わってやっても
らうことはできない。あなた自身が「子どもに学ぶ」ことを,こ
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第 6章 子どもに学ぶといぅこと
れから,実際に生きてぃかなけれ′ばならなぃ,のでぁるから中
たとえば,具体鋳!ニー■'I「 もできゐぶとが,少なくとも 1■》轟
る。それは,すでは「子ども‡こ学ぶ」を生きた人びとから,その
現実性,可能性と必然性を,あ らかじめ学んでおく進とでぁる。
これは,現実に「私が『子どもに学ぶ』」とぃぅことの代わりを
務めることにl―l,ま ったくならないが, しかし,その日がいよぃ
よ来たときに,私の「子どもに学ぶJを豊かにすることに,大い
に役立つこと|まできるであろぅ。それ|ま ,一般に,生きた歴史を
学ぶことが,今 ロシ豊かに生きることに役立つでぁろぅのと同様
である。その意味で,その日に備えて,ぁ らかじめ学ぶことを始
めよぅ。

>「子どもに学ぶ」を生きた人ぴとから学ぶ
ここで |ま ,「子どもに学ぶ」を生きた一人の教 i市として親 しみ
やすい,武田常夫さんから,その「子どもに学ぶ」を学ぶことを
試みよう。武田さんは,教育の仕事,と りわけ授業の付1事におい
て,「子どもに学ぶJを生きた人の一人である。その半生の記録
が,著書『真の授業者をめざして』として出版されている。その
なかから,武田さんが,「子どもに学ぶ」ことをどのように/bし ,

また,何を学んだか,その一端をかいま見ることにしよぅ 似下,
同書の頁を示す)。 率

*「子どもに学ぶ」を生きた録親の記録として,パ _ル 。バック『11よ嘆くなかれ』 (伊藤隆二訳)法政大学出版局,1993年 ,も推しておきたい。

武 E「Iさ んは, 1954年
,

の島小学校の教師となる。

25歳の時,あ こがれて,斎藤喜博校長
斎藤校長は,新任の若い武田さんをつ
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れて,「教室をめぐりながら,巻 こで行われている授業のひとっ
ひとつにノ∫ヽさな,短ぃ‖とばで批評J(15頁 )キ 準プI。 轟蜂教室
で,「子どふデ■ち|ま麟券11,|こ (ゎたし 〔武田さん〕には考→費,ぇた)集
まりたいところに集まって,・ 50。・・話し合ったり,書いたりしてぃ
る。てんでんばらばらに勝手なことをやってぃるょぅに見えるこ
の教室で,教師はいったぃ何をやっているのか」 (16頁 )。 その時,
斎藤校長はこう言った。「子どもが動いていますねJ,そ してまた,
「教室に張りがあるのがわかるでしょぅ」 (16頁)と。武田さん|ま ,
自らの「耳を疑ったJ。「時間中,子どもが勝手に出歩いたりする
授業は最低だと思っていた」 (17頁)か らである。そして,その
教室の「子どもたちは学ぼうとするみずからの意志で動いてい

る」 (17頁 )こ とに気づく。次の教室では,問題の解答を板書し
た子どもが,その前で解答の説明をし,つぃで,教師がその答え
をもう一度説明し終わると,子ども|ま 自席に戻る,といぅ授業を
していた。斎藤校長は,小声で言った。「あの教師の説明は全部
ムダなんですよ」,「子どもと同じことをくり返しているだけです。
しかもくどい説明をしているから,子どもl―l聞いている応、りをし
ているだけで,聞いてはいません」 (18頁 )。 その時の武圧Iさ んに
は,こ れら2つの授業の「ちがぃの本質がどこに根ざしているの
か」ほとんど分からなかった。ただ,「一方の授業で見た子ども
たちが,濃刺と学習にとりくんでぃるのに比較して,一方の授業
の―
~f‐

どもたちの表情が鉛をのみこんだように重かった」とぃぅこ
とだけ|ま,その時の武田さんにも分かった。
武田さんは,現実の授業における子どもを「見て」,「自ら考え
て」,「子どもに学ぶJ。 子どもには,自 らの意志で学ぼうとする
ときと,そ ぅでないときとがある。また, 自らのi意志で学ぼうと
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第 6章 子どもにfンぶとぃぅこと
する子どもと,構 申でなぃ子どもとがぃる,と。こ鍮学びまま講l騨であろぅ。なぜな liメ |‐

I・ 1,も が,自 らの意志でJttζЦノr ttl馨:こ.ナ行動する状況を,意図由ャ!こ西ぽ置する営み」 (40頁),ぐれが「子どもが学ぶ」を倉」造する教獅Fの仕事だからでぁる。さらにまた,子どもの「発動的に学習する態度」が確立することこそが,言い換えれば,「子どもが自らの意志で学ぼぅとするJ態度を確立することこそが,「教育の極意」 (芦田,1916,2頁)だからでぁる。ちなみに,そのためには,教師自身が「発動的に学習する態度」を確立してぃることが,その必須条件である, と芦田は説ぃてぃた。ひとつの問い。ぁなた自身は,「発動的に学習する態度Jをすでに確立してぃますか。

武田さん |ま,斎藤校長に,「子どもに学ぶJこ とを学ぶ。しかしまた,その時点で|ま , 自分に分からないことを,「分からないこと」として,残 してぃる。直ちに総てが分かるといぅゎけにはいかないとぃぅことも,武田さんが′懸ってぃたからでぁろう。教育の世界,そ して,授業の世界,それ |ま ,「恐るべき膨大な屈折と奥行きのある世界」 (37頁)でぁることに,武田さんは気づきままじめてぃた。その屈折と奥行きは,変化に富んだ日本庭園を思わせる。この世界で!ま ,次々に新たな眺めが現れる。ぃっぺんに,総てを見通すことなど,絶対に不可能なのだ。
ある日,新任の武田さん |ま,授業者として,研究授業をした。しかし,「昨日,あれほど進んで協力を約束してくれた子どもたち|ま,ぃ ざ本番となるとほとんど重苦しく沈黙しつづけたJ(23頁)。 それ |ま,武田さんにとって,「悪夢のよぅ」な失敗の 1時間であった。そして,武田さんは記してぃる,「授業者は,授業をすることによってしか授業の機微を知ることなどできない。…。.・・
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授業をして,ぐ こで打ちのめされて,は じめて,わたしは自分翁

力を知ったo響おふ…|(1撃 至)と。

武 FEさ んは,授業者と幕や《
・
,子どもたちと対面した。授業では,

武田さんの願いにもかかわらず,子どもたちは,「重苦しく沈黙
しつづけ」動かない。武田さん |ま,その時,「子どもに学ぶJこ
とにより,始のように動いたり動かなかったりする子どもを発見
したのである。それのみか,さ らにいっそう人事なことには,

「子どもに学ぶJこ とにより,「自分の力を知った」のである。

「子どもに学ぶ」ということのうちには,自分に対する子どもの

在り方や姿を通して,子どもにとらて自分がいかなる存在である
かを学び,そ うすることで,「自分について学ぶ」ことが,含ま
れているのである。

後に,さ らに数々の深刻な失敗を経て,武田さん |ま ,こ う書い
ている。「教師の意識としづ ものは,00… ,決定的な敗北を喫し,
苦い挫折の味をかみしめてようゃくほんものになるのだとわたし

は思う。ひとに言われたぐらいのことで,簡単に『変革』したり,
『目覚め』たりするようなものではないようにわたしは思う」

(132～ 33頁)と。

「具体的な仕事を通して,教師|ま子どもを知るようになる。い
かなるとき,子ども|まみずからの精神や思考を燃焼して対象に葛
藤をいどむのか,いかなるとき子どもは沈滞するのか。ぐうした
無数の体験の集積を経て教師 l‐l確手たる子ども理解と把握をみず

からのものにするのだと」 (33頁)と も,武 FIlさ んは書いている。
言い換えれば,教師は,「子どもに教えるJこ とを通じて,いか
なるときに「子どもは学び」,いかなるときに「子どもは学ばな
いか」,それを「見てJ「考える」,そ うした「子どもに学ぶJ体
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験を無数に積み重ねてしく

かで確かな「 -7‐ども理解J

ある。

第 6章 ―
~f‐

どもに学ぶとぃぅこと

■ヽとを通して,教師として翁,澱 ず豊
,構
11麦卜翁t母とす儀道とができ儀中甘

ある時は,小学 3年生の理科の授業で,ガラスだと燃やせない
のに, レンズだと燃ゃせるのはなぜか,と ぃぅ問いに, レンズに
|ま「物を燃ゃす薬が入ってぃるからだJと主張する子どもに,悲
鳴をあげて,立ち往生する教師の姿に出会ひ,武田さんは「バ、し
ぎな感動」 (lo3頁 )を経験する。そして,「子の具体的な体験か
ら得た意見を,科学的認識へと結びつけ,ヮ |き ぁげてぃく」こと
の困難さを感得する。学問を,「借り物」の「受売り」に留めず,
「子どもに学ぶ」ことで,吟味し確信することの困難さを学ぶ。
科1学史上でも, フロギス トン (燃素)説の克服は困難を極め,決
して 1日 では成されなかったで|まないか。
「子どもを育てるのは教師である。・・。00。 しかし同時に,子ども
|ま教師を育てる存在でもある。もちろん教師をより確かなものへ
とはぐくんでぃくものはほかにさまざまある。しかし,子どもと
も`つ もっとも本質的な存在からまなぶ (学ぶ)と ぃぅ行為をぬき
にして授業者としての教師の成長はありえないとゎたし|ま思うJ
(79頁 )。「子どもに教えょぅとする教師は,同時に子どもからま
なび (学び),触発され,それを栄養として広、とってぃく教師で
もなければならないのだ。ぐぅした, しなゃかにして執拗な精神
が,ま た子どもを育ててぃくェネルギーの源泉にもなるのだ」
(80頁 )。

そして,かっては,「子どもは愛すべきもの,い とぉしいもの,
素直で正直なものとわたしは信じてぃたJ(38頁)といぅ武田さ
ん|ま,時とともに, この点でも, しだぃに変化してぃった。こぅ
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書いている。「子どもは,純真で,素お卜で,な どと思う翁は教師
の身勝手な見方‡通過ぎなぃ心子ど色は絶えず教師に反遊≧/=古轟
なことでは教β蒲:単モザ》内ぉi‐いJ色 をヽ開かない厄介な存在でもぁ輸ご石)

だ。すくなくとも錯ぅ考ぇたξ滅ぅが授業での失敗はパ、せげるのだ。
そういう意味で―

~F―

どもは決して頼ってはならない存在なのだ。ぐ
めことを教師が徹底じて自覚したとき,逆に子どもはみずからの
心を開いて,無限に教師に近づ t/hて くるのである」 (98～99頁 )。
「教師の身勝手さに子どもは無言という武器でみごとに報復」
(100頁 )する。ぐして,武田さんは,始のような「子どもをした
たかな敵として認識」 (99頁)することを学ぶ。子どもの報復に
より受ける「痛みを代償として,ゎたしばようゃく自分の弱さを
骨身に徹して自党じえた」 (loo頁),と武田さん l―l言う。「子ども
に学ぶ」に|ま ,「子ども」につぃての認識ばかりでなく,「ゎたく
し自身Jについての自覚と自己認識の深まりを,痛みさえをも伴
って,強いられることでさえもあるのだ。
こうして,斎藤校長の朝の会での話について,「子どもを未栞t
なものとしてではなく,真にあたらしぃ教育の現実を創造する主
体者としてとらえ,それがはらむ無限の可能性へよせる慮、かい敬
意と信頼の感情なのであった。それが子どもを打つのだとわたし
は思った」 (192～ 193頁 ),との洞察を得るにいたる。武阻|さ んは
書いている。「わたしは,ぃっも人間としてのバ、かい敬意をこめ
て子どもに接したいとねがってきた」 (193頁),と。さらに,「子
どもの精神を解放し,それを無限に高めることのできる教師は,
同時に,たえずみずからを解放し,それを無限につくりかえるこ
とのできる教師でなければならない」 (193頁 ), と。

あるいは,「子どもに学ぶ」をこれから始めようとしているあ
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第 6章 子どもに学ぶとぃぅことなたは,こ ぅ問ぅか 4か しォ1,ない中「
‐
ぇっ,F子ども,への敬意ゴガ ,サて? そんなこと∫ま轟ゃI亀.■ ■寺F教師へ母敬意」の間違ぃ貯ままないか ?」 と。事実,そのょぅまこ言って,驚きを表した中学校の教師が現実にぃたとぃぅ (武田,1977,43頁

)。 備の驚きそのものが,その教師の「_7_どもに学ぶ」の歴史の貧しさを,本人が気づかぬしかたで,露呈してぃたのでぁる。「私が『子どもに学ぶ』」の選lかさl―l,子どもを,人 FF17を,科学ゃ芸術を,世界を,脅 して,教育の仕事を, さらにまま,私自身を,私がどのよぅにとらぇるかに,条件づけられてぃる。しかし,また,逆に,「私が『-7-ど もに学ぶ』」の豊かさが,それらを条件づけてもいるのでぁる。将来の,ぁなた自身の「私が『 _~r‐ どもに学ぶ』」をいっそぅ豊かにするために,今ぁなたが,ぁ らかじめ学ぶことができることは,ほかにも,ぃ くっもあるでぁろう。それ|ま何だろうか。「それは,皆さん自分で考えて見て下さぃ」。

卜お ゎ りに

あなたが教師となったとき,「教師の私が教ぇ,子 どもが学ぶ」それが―世間の常識でぁろう。しかし, もし「子どもが学ぶ」が欠けてぃて |ま ,「私が教ぇる」 |ま成り立たない。そして,そ釣欠けてはならぬ「子どもが学ぶ」を成り立たせるには,「私が子どもに学ぶ」ことが必要なのだ。「私が子どもに学ぶゴことが豊かであればぁるほど,「子どもが学ぶ」も豊かになる。そして,「私が教ぇる |も豊かになるのだ。
今や,なぜ「 _~f― どもに学ぶJにっぃて考えるのか,とぃぅわれわれの最初の問いに,一っの答えを誠|すことができるだろう。それは,「私が『子どもに学ぶ』」めヾ,「私が教える」にとっての不

14ア



可欠の前提であり,「教師としての私」による教

において, 関立たず}準ぃ見過ごされがちでありながら, 1「か t,
最も大切な営みであ碁からだ。

あろう。

それが,われわれの一―我嘩咋答え‐てP

なお「問い」は続く。それは何か。「それ |ま,皆さん自分で考
えて見て下さい」。

参 考 文 献

・声田恵之助『議tみ方教授』同志同行社,1916年
。芦田恵之助『共に育ちましょう』親と子の会,1952年
。キーン,E.『現象学的心llll学」 (吉田章宏 。宮I奇溝孝訳)東京大学
出版会,1989年
。斎藤喜博『教育学のすすめ』筑摩 il「房,1969年
。佐藤成『訂E言 宮澤賢治先生――ィーハ トープ農学校の 1580日 』農
文協,1992年
。霜山徳爾『人間の詩と真実』中公新書,1978年
・武田常夫『文学の授業』明治図書,1964年
。武田常夫『授業の発見』一茎書房,1976年
g武田常夫『授業者としての成長』明治図書,1977年
。武田常夫『真の授業者をめざして』国土社,1990イ11(初 版 1971
年)
饉畑山博『教師 宮沢賢治のしごと』ノト学館,1992年
。林竹二・灰谷健次郎『教えることと学ぶこと』小学館,1986年
・ベルク,v.De『人間ひとりひとり』 (早坂泰次郎 。田中一彦訳)
現代社,1976年
。吉田章宏『教育の方法』放送大学教育振興会,1991年
。吉田章宏『教育の心理』放送大学教育振興会,1995イri
o LIanOn, 卜lax van, 7/2θ  7hcι O/7θ acん jれg.・ T′ιθル∫θαttjttgげ
ゴDθ G晨2gοgjc rたοこzgんゲ

“
ιηθss,suNY,1991.

148

[吉圏 章宏]


